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寄与率（％） 28.99 18.17 10.59
（主因子法・Promax回転）
表４　因子相関行列








































































































































































男性 5 5 24 7 8





小学校 6 7 14 2 9
































































* p＜0.05　** p＜0.01　*** p＜0.001
６．基本実習と委託実習の比較
　佐伯（2007）では、前期の基本実習のデータを基に因子分析を行い、尺度を作成した。
その後の研究では、この尺度の信頼性が確認されたため、そのまま尺度として用いてきた
（佐伯，2008a　2008b）。しかし、本研究では、先に述べたように佐伯（2007）で作成し
た尺度を、そのまま本研究の尺度として用いることができず、改めて因子分析を行い、尺
度を作り直している。そのため、基本実習を分析して得られた結果（佐伯，2007　2008a 
2008b）と直接、比較することはできにくい。しかし、本研究で作成した尺度「子どもとの 
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良好なかかわり」の項目と佐伯（2007）で作成した尺度「子どもとかかわることの楽しさ
やおもしろさを感じる心」の項目は５項目中４項目が同一の項目である（表11）。そこで、
２つの尺度を内容的に同じものとみなし、以下、比較する。
表11　尺度の項目比較
尺度 本研究で作成した尺度 佐伯（2007）で作成した尺度
「子どもとの良好なかかわり」
「子どもとかかわることの楽しさや
おもしろさを感じる心」
項目
子どもとかかわるのは、楽しい。
子どもとかかわるのは、おもしろい。
以前より子どもが好きになった。
子どもとうまくかかわることができた。
子どものようすが分かった。
子どもとかかわるのは、楽しい。
子どもとかかわるのは、おもしろい。
以前より子どもが好きになった。
子どもとうまくかかわることができた。
　本研究では「子どもとの良好なかかわり」において男性と女性の間に有意な差がみられ、
女性の得点が男性の得点よりも高かった。一方、佐伯（2007）では「子どもとかかわるこ
との楽しさやおもしろさを感じる心」において男性と女性の間に有意な差がみられ、男性
の得点が女性の得点よりも高かった。これは、本研究で得られた結果と異なる結果である。
　また、本研究では「子どもとの良好なかかわり」において小学校と中学校の間に有意な 
差がみられ、小学校の得点が中学校の得点よりも高かった。一方、佐伯（2007）では、「子
どもとかかわることの楽しさやおもしろさを感じる心」において、Ａ小学校とＢ中学校の
間に有意な差がみられ、Ａ小学校の得点がＢ中学校の得点よりも高かった。また、佐伯
（2008a）でも、同尺度において、小学校の得点が中学校の得点よりも高く表出した。これ 
らは、本研究で得られた結果と同様の結果である。
　
７．考察
７－１　性の違い、所属の違い、校種の違い
　本研究では、性の違いを視点として研究した結果、「子どもとの良好なかかわり」にお
いて男性と女性の間に有意な差がみられ、女性の得点が男性の得点よりも高かった。この
ことは、女性の方が男性よりも子どもとうまくかかわることができたことを示している。
　また、所属の違いを視点として研究した結果、いずれの尺度においても養成課程の学生
と非養成課程の学生の間に有意な差はみられなかった。このことは、養成課程の学生と非
養成課程の学生の間に明瞭な違いがみられなかったことを示している。
　さらに、校種の違いを視点として研究した結果、「子どもとの良好なかかわり」と「授
業をするおもしろさ」において、それぞれ小学校と中学校の間に有意な差がみられ、小学
校の得点が中学校の得点よりも高かった。「子どもとの良好なかかわり」については、児
童・生徒の発達段階の違いが、学生とのかかわり方の違いとなり、表出したものと考えら
れる。「授業をするおもしろさ」においては、児童・生徒の発達段階の違いによる影響を
受けたことが一面として考えられるが、中学校には中学校の授業ならではのおもしろさが
あるはずである。「授業をするおもしろさ」の得点が中学校で低く表出した理由について
は、今後、調査を継続し、明らかにしていく必要がある。
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７－２　地域の違い
　地域の違いを視点として研究した結果、いずれの尺度においても各地域の間に有意な差
はみられなかった。このことは、各地域の間に明瞭な違いがみられなかったことを示して
いる。各地域の間に明瞭な違いがみられなかったことは、ある特定の地域で実習を行った
学生がポジティブな意識をもったり、また、ネガティブな意識をもったりしていないこと
を意味している。県内の各地に広く分散して実習を行っている委託実習の場合、各地域の
間に明瞭な違いがみられなかったことの意義は大きい。
７－３　基本実習と委託実習
　本研究では「子どもとの良好なかかわり」において女性の得点が男性の得点よりも高か 
ったが、佐伯（2007）では「子どもとかかわることの楽しさやおもしろさを感じる心」に
おいて男性の得点が女性の得点よりも高かった。これは、本研究で得られた結果とは異な
る結果であり、結果が一致していない。このことから、性別によって何らかの傾向がある
とはいえない。
　また、本研究では「子どもとの良好なかかわり」において小学校の得点が中学校の得点 
よりも高かった。佐伯（2007）では「子どもとかかわることの楽しさやおもしろさを感じ 
る心」においてＡ小学校の得点がＢ中学校の得点よりも高かく表出し、また、佐伯（2008a）
でも、同尺度において小学校の得点が中学校の得点よりも高く表出した。本研究において
も先行研究（佐伯，2007，2008a）と同様の結果が得られていることから、基本実習・委託
実習の別なく、小学校の得点が中学校の得点よりも高く表出する傾向があるといえる。
おわりに（今後の課題）
　本研究では、委託実習が学生の意識に及ぼす影響の一端を明らかにすることができたが、
この研究で得られた結果が例年、みられることであるのかどうかといったことは明らかに
なっておらず、今後、継続して研究していく必要がある。
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